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平成27年度 第１回山武市総合教育会議 会議録 

 

日  時  平成27年７月１日（水）午前10時00分 

場  所  山武市役所 新館 第５会議室 

議  題  (1)総合教育会議について 

① 山武市総合教育会議の運営について 

② 会議の運営に関し必要な事項を定めることについて 

(2)協議・調整事項 

① 山武市教育大綱の策定について 

② 市立小中学校の規模適正化・適正配置について 

③ その他 

 

出 席 者  ◎市長        椎名 千収 

      ◎教育委員 

委員長       小野﨑 一男 

委員長職務代理者  髙柳 善江 

委員        五木田 孝義 

       委員        小川 一成 

       委員        今関 百合 

       教育長       嘉瀬 尚男 

      〇関係職員 

副市長       中野 伸二 

       総務部長      関  嘉和 

       教育部長      渡邊 聰 

総務課長      石橋 和記 

       財政課長      小川 雅弘 

       企画政策課長    田上 和弘 

       教育総務課長    小川 宏治 

       学校教育課長    齊田 謙一 

       学校教育課指導室長 井上 博文 

       生涯学習課長    小野 稔 

       スポーツ振興課長  高橋 宏和 

      ・事務局 

教育総務課総務企画係長   秋葉 一徳 

教育総務課総務企画係主査補 鈴木 慎太郎 

教育総務課総務企画係主査補 篠原 正洋 
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◎開  会 

教育部長  皆さん、おはようございます。司会進行を務めます教育部長の渡

邊でございます。ただいまから平成27年度第１回山武市総合教育会

議を開会します。 

総合教育会議は、改正地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の規定に基づき、教育に関する予算の編成・執行や条例の提案など、

重要な権限を有している地方公共団体の長と教育委員会が十分な意

思疎通を図り、地域教育の課題やあるべき姿を共有して、より一層

民意を反映した教育行政の推進を図ることを目的として設置される

ものです。今回がその第１回目の会議となります。 

それでは、初めに市長から挨拶をお願いしたいと思います。椎名

市長、よろしくお願いします。 

 

市長  それでは、市長部局から最初にご挨拶をさせていただきます。今

日は、教育委員会の皆様方、特に教育委員の皆様、お忙しい中、お

時間を割いていただきまして、初めての総合教育会議の開催に当た

って、ご参加をいただきましてありがとうございます。厚く御礼申

し上げます。 

 何しろ初めてのことでございますが、いずれにしましても、私ど

も山武市の教育につきましては、これまでも教育委員会に最大限の

意思決定までお願いしていると思っております。 

 そういった中で、ここに書いてあるように、予算に関することで

すとか、どうしても私どもが中心的に携わってきたこともあって、

分離していては都合の悪いことがあって、この総合教育会議があえ

て創設されたと思っておりますし、また、特に新しい組織及び運営

に関する法律という中で、教育長の権限といいますものが明確にな

ってくるということで、その中で市長と教育長の意思統一をしっか

りとしていかなければいけないということに大きな役割がこの会議

にあると思っております。 

 これからも政治を教育に持ち込む道具にされる場合もあるのかも

しれません。個人的には、教育と政治というのは、しっかりと切り

離していきたいと考えてございますので、例えば、私のところに政

治的な圧力がかかっているということがあっても、教育の政治から

の独立性という自覚を持っていきたいと、基本的に私は考えており

ます。これまでと同じように、教育委員会で子どもたちの将来を形

成するためのご配慮をお願いしたいと思っております。 
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 今日、初めてのことでございますので、幾つか調整を図っていか

なければならないこともありますし、ご意見を賜って、これから新

しい形で形成していきます。山武市教育のために、今日は充実した

会議になることをお願い申し上げ、ご挨拶といたします。よろしく

お願い申し上げます。 

 

教育部長  ありがとうございました。 

 続きまして教育委員長挨拶、小野﨑委員長から挨拶をお願いしま

す。 

 

委員長  おはようございます。 

 ６月の教育委員会定例会で、委員長を仰せつかりました小野﨑で

ございます。各委員の皆様のご協力を得て進めていきたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

 これまでも市長とは懇談会という場で、いろいろお話をさせてい

ただいておりますので、従来の流れからすると、そんなに変わるこ

とはないと思っておりますが、法的に位置づけられた総合教育会議

でございますので、今日は緊張しながらいろいろ論議をしなくては

いけないと思っております。 

 ただ、総合教育会議だけではなくて、また別の機会に懇談会的な

機会もつくっていただくと、もう少し机の距離も縮めながら話がで

きるのかな、とも思っております。これはこれとして総合教育会議

として進めていきますが、別の機会もぜひ設けていただくとありが

たいと思います。 

 いろいろ協議する内容も多々ありますので、時間の許す限り話し

合いができればと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

教育部長  ありがとうござました。 

 それでは、議事に入る前に、本日出席されております皆様の紹介、

それから、事務局の紹介をしたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

（ここで、出席者及び事務局の紹介を行った。） 

 

教育部長  それでは、早速議事に入ります。議長につきましては、後ほど説

明いたしますが、「山武市総合教育会議設置要綱（案）」第４条第

１項、「会議は、市長が招集し、会議の議長となる」とありますの

で、市長にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 
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 （「異議なし」の声あり） 

教育部長  それでは市長、よろしくお願いします。 

                                       

◎議  事  

（１）総合教育会議について 

 ①山武市総合教育会議の運営について 

 

市長  それでは市長が議長となるということでございますので、しばら

くの間議長を務めます。よろしくお願いいたします。 

 最初に、（１）総合教育会議についてを議題として取り上げます。

事務局のから説明を求めます。 

 

教育総務課長  教育総務課の小川でございます。それでは、資料に基づきまして

説明させていただきます。 

 １ページ目をご覧いただきたいと思います。総合教育会議の内容

について、記載されたものでございます。これに基づきまして説明

させていただきます。冒頭、渡邊部長から総合教育会議の趣旨につ

いてお話がありましたとおり、より一層民意を反映した教育行政の

推進を図るために、市長と教育委員会が総合教育会議の場で話し合

いをするのが、法律で定められたということでございます。 

 構成は地方公共団体の長と教育委員会により構成されるというこ

とになっております。山武市の場合は、市長と教育委員会６人の

７名で構成されることになります。 

 留意事項ということで、１ページ目の真ん中の破線で囲んである

部分をご覧いただきたいのですが、この会議は地方公共団体の長と

教育委員会という対等な執行機関同士の協議・調整の場という位置

づけになっていて、附属機関という位置づけではないということが

留意事項として掲げられています。 

 ここでの話し合いで協議・調整し、合意した方針のもとに、それ

ぞれが所管する事務を執行することになる、という位置づけになり

ます。これが主な総合教育会議の位置づけでございます。 

 この場で話し合われる事項については、１つ目として、教育、学

術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱に関する協議という

ことで、大綱をつくるときには総合教育会議に諮るということにな

っていますので、大綱に関する協議を行う場であります。 

 ２つ目としまして、教育を行うための諸条件の整備、その他の地



 

 

－5－ 

域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講

ずべき施策の協議ということが掲げられております。 

 ３つ目が、児童、生徒等の生命または身体に現に被害が生じ、ま

たはまさに被害が生ずるおそれがあると見込まれる場合等の緊急の

場合に講ずべき措置といったことについて、協議・調整していただ

くということが求められている会議になります。 

 先ほどの、教育大綱に関することや、重点的に講ずべき施策の協

議ということで、具体例として２ページ目の上段のところに掲げら

れておりますけれども、学校等の施設整備や教職員の定数等の教育

条件整備に関する施策など、予算が関係するものについての調整と

いうのが具体的に考えられます。もう１点は、幼稚園・保育所・認

定こども園を所管する福祉部局との業務と、教育委員会、主にここ

で掲げられているのは福祉部局との連携というものにおいて、総合

教育会議の中で話し合われる事項ではないかということで、想定さ

れる具体例として掲げられております。 

 ３ページ目ですが、協議・調整の結果の尊重義務ということで、

法第１条の４第８項に掲げられていることがここに書かれておりま

す。総合教育会議において、その構成員の事務の調整が行われた事

項については、当該構成員はその調整の結果を尊重しなければなら

ないこととし、ここでの話し合いの結果はそれぞれの権限に基づい

て、尊重して取り扱うことが義務づけられております。 

 また、会議の公開と議事録の作成及び公表ということが求められ

ています。これは、会議は公開で行う。一部、個人の秘密を保つた

めに必要がある場合は非公開ということもありますが、原則は公開

することになっています。それと、会議の議事録を作成し、公表す

ることになっています。今回、事務局は教育委員会ですけれども、

定例の教育委員会と同じように公開で、後ろに傍聴席は用意してご

ざいますし、この後、取りまとめをして会議録をつくりまして、ホ

ームページで公開する予定になっております。 

 その他としまして、総合教育会議は、協議を行うに当たって必要

があると認める場合は、関係者や学識経験者を協議の場にお呼びし

て、協議に関して意見を聞くことができるということにもなってい

ます。 

 ４ページ目になります。今後のスケジュール、進め方ですが、事

務局は市長の権限に属する事務の補助執行をするという形で、教育

委員会の教育総務課がこの事務を行わせていただいているというこ

とになっております。 
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 定期的な会議ですが、来年度以降については、おおむね年２回ぐ

らいを検討している状況でございます。年度初めに教育委員会で定

めています教育振興基本計画の前年度の取り組み状況、内容につき

まして、そういうものを踏まえてまたお話し合いをしていただけれ

ばと思います。９月につきましては、新年度の予算の関係もありま

すので、教育に関する重要施策の方向性についての話し合いをして

いただければということで考えています。臨時としまして、児童生

徒の生命、身体の保護等の緊急の場合、そういう施策を講ずべき事

態が生じた場合は臨時の開催も考えているということでございます。 

 本年度につきましては、大綱の策定や小中学校の統廃合の議題も

あり、年３、４回の開催を予定しております。 

 ①の総合教育会議の運営についての説明は以上でございます。 

 

市長  それでは、資料１について、今、事務局から総合教育会議そのも

のについての説明をもらいましたが、何かこれについてご不明な点

はありますか。大丈夫でしょうか。 

  

委員長  せっかくの機会なので、私は、今回の新しい地教行法ができた一

番の経過は、２ページ目の真ん中、具体例のところに入っている内

容が、今回の一番のポイントかなと実は思っております。本来、こ

れがないことが一番いいことなので。具体例というのは、そこに書

いてあるように、特にいじめの問題等で緊急事態が発生するとかい

うのが一番問題であって、私なりには、今回の改正のポイントかな

と思ってはおります。これを出さない、発生しないようにするのが

基本なので、そういうところでそれぞれの担当が努力することが一

番必要ではないかと思っております。内容的には問題ありません。

以上です。 

 

市長  ありがとうございました。 

 それは具体的に、発生しないためには、どこで何をやればいいん

ですか。我々の役割としてこういう事態が発生した場合に、市長部

局と教育委員会が連携して、しっかりやっていかなければいけない

のですが、今のご指摘はそういう事態にならないようにということ

ですよね。 

 

委員長  そうですね。 
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市長  そのためには、総合教育会議は何か、特にこういう方法でやらな

ければいけないというご意見でしょうか。 

 

委員長  そういうことではなく、教育委員会として、具体的に言うと、学

校教育課に指導室がありますので、各学校、幼稚園を回ったときに、

それぞれの校長先生、園長先生と話をしながら、事前の施策を、ぜ

ひ具体的に実行してもらいたい。 

 それは、日ごろもそのような話をしてきているはずなので、山武

市とすると、こういうことがないように、最善の努力を払うべきだ

ろうと思っているわけであります。 

 

市長  ありがとうございます。市長部局、教育委員会が協力をして、こ

ういう事態が発生しないように最大の努力を傾けましょうというご

意見でよろしいですか。 

 

委員長  はい。 

 

市長  ありがとうございます。 

                                       

（１）総合教育会議について  

  ②会議の運営に関し必要な事項を定めることについて 

 

市長  それでは、②会議の運営に関し必要な事項を定めることについて、

取り上げたいと思います。事務局から説明をお願いします。 

 

教育総務課長  それでは５ページ目をご覧いただきたいと思います。 

 会議の運営に関し必要な事項を定めることについて、総合教育会

議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律で規定されている

ところでございます。今回、要綱をつくるところにつきましては、

そこに盛り込まれていない部分も含めまして、１つの会議が運営で

きるものとして要綱を定めておいたほうが、運営がスムーズにでき

るのではということで、定めてはどうかという提案でございます。 

 ここに書かれている第１条の趣旨、第２条の所掌事務の２点につ

きましては、法律の条文にそのまま書いてあるものを基本的に抜粋

した形になっております。この中の第３条の２項目、構成員等で、

構成員は先ほど①のときに説明しましたとおり、市長と教育委員会

が構成員になりますけれども、会議は副市長及び関係する職員を同
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席させることができるということで、この部分については、法律の

定めが特にない部分ですので、会議の議事進行上、山武市において

は副市長以下関係職員が同席して、この会議をやっていったほうが、

会議として円滑な議事進行ができるということから、構成員を加え

たところになっております。 

 第４条第１項、会議は市長が招集する、これは法律に書かれてい

るところですが、会議の議長となる部分は特段明記されている部分

ではありませんので、この部分は要綱に基づいて定める形にしたい

ということでございます。 

 次の６ページ目になりますが、第７条第２項、この中で山武市ホ

ームページに掲示しますということで、公表の方法について、ここ

でホームページに載せることで公表することを決めさせていただい

ております。 

 第８条、傍聴の規定、公開をしなさいという法律の趣旨に基づき

まして、会議に傍聴人を入れるときのルールについては、ここで詳

しく定めるよりは、教育委員会の会議傍聴の規則がございますので、

その例によって手続をとるという形で決めさせていただきました。 

 事務局については、補助執行の手続をとりまして、教育委員会事

務局の教育部教育総務課が事務を行うというルールにしてございま

す。 

 こういった形で山武市の総合教育会議を設置し、運営していく要

綱になっております。説明は以上です。 

 

市長  ただいま事務局から説明がありました。要は設置要綱についてで

ありますが、ご意見ございましたら、お願いします。 

 特に予算関係は総務部長、総務課長、財政課長も特に重要な権限

を持っておりますし、教育委員会の職員もそれぞれの課長や室長さ

んも単なる説明員というよりは、我々の一体の会議としてご出席を

いただいたほうがいいのかなと。 

 ですから、発言もその中でやっていただける形で要綱をつくって

もらいました。そのほうがいいかと思いますので、我々、教育委員

さんと市長というだけではなく、それぞれ発言を自由にできる、討

議をする形で進めていければと思います。そういった形でよろいで

しょうか。 

 

委員長  よろしくお願いします。 
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市長  ありがとうございます。 

 

小川委員  市長、１点よろしいでしょうか。 

 

市長  どうぞ。 

 

小川委員  第７条で、非公開とした部分を除き、山武市公式ホームページに

掲示することにより行うものとするとあるのですが、これは確かに、

現在の世の中では、当然といえば当然なんですけれども、何でも載

せていいものなのかどうかは、きちんと吟味をして、確認をして、

そして公式ホームページに載せるという作業をしないと、違った問

題が起こったり、混乱が起こったりするだろうと個人的には思いま

す。 

  

市長  ただいまのご意見は、公開の前に議事内容の確認ということにつ

いて、しっかりとやれと、そういうご意見でよろしいでしょうか。 

 

小川委員  はい。 

 

市長  大丈夫でしょうか。学校教育課長から何かありますか。 

 

学校教育課長  「非公開とした部分」という文がありますので、公開をすべきこ

となのか、非公開にすべき内容なのかを精査すればよろしいかと。 

 

市長  そこで区分けをする。それで、大丈夫だろうと。 

 

学校教育課長  そういうことで理解をしているところでございます。 

 

小川委員  ちょっとよろしいでしょうか。非公開というのは、プライバシー

にかかわるというふうに、限定されているようなところもあるでは

ないですか。 

 本音で話し合えるという部分が、かなり少なくなってくるのでは

ないかなと思って、そういう心配から申し上げたというところでご

ざいます。 

 

市長  さきほど委員長からお話があった有事のときですよね。事が起こ

ったときの問題とか、そういったときに、この会議を開いて、善後
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策を練ったり、対応策をという場合に、今のようなお話が出てくる

可能性が非常に強いと思います。そのときに、会議そのものは公開

を原則としていますよね。今の小川委員のお話だと、できれば会議

そのものを非公開の会にという考え方も含まれますか。 

 

小川委員  場合によっては、そういうことも考えられるのではないのかなと

思います。 

 

市長  事務局、その辺どうですか。 

 

教育総務課長  この５ページ目の最後、第６条のところ、会議の公開という条が

ありまして、「会議は、公開とする。ただし、個人の秘密を保つた

め必要があると認めるとき、又は会議の公正が害されるおそれのあ

ると認めるとき、その他公益上必要があると認めるときは、非公開

とすることができる」という、この範囲の中で、今の小川委員のご

懸念は大分解消されるのではないかなと、そういうことで考えてい

ます。 

 

市長  小川委員、よろしいでしょうか。 

  会議の公正が害される、それから公益上必要がある、個人の秘密

を保つ。これで大丈夫ですか。 

 

小川委員  了解しました。 

 

市長  ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

（「はい」の声あり） 

市長  それでは、この要綱でこの会議が開催されるので、よろしくお願

いします。 

                                       

（２）協議・調整事項 

  ①山武市教育大綱の策定について 

 

市長  それでは、総合教育会議そのものについては、これまでのご意見

をいただいた中で取りまとまったと思いますが、次は、協議・調整

事項として、山武市教育大綱の策定について、これを取り上げてい

きたいと思います。事務局から説明をお願いします。 
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教育総務課長  資料の８ページ目をご覧いただきたいと思います。山武市教育大

綱の策定についてでございます。 

 今回の法改正で、市はこの大綱を定めていくということが求めら

れております。その法的根拠等がここに定められております。 

 黒丸のところからですが、地方公共団体の長は、教育基本法第

17条第１項に規定する基本的な方針を参酌し、その地域の実情に応

じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的

な施策の大綱を定めるものとすることとしたということが、法第

１条の３第１項が今回の改正で加わったということになっています。

これを定めるときには、あらかじめ、総合教育会議において協議す

る、変更する場合も、この総合教育会議で協議をした上で定めるこ

とになっています。 

 定めて、変更した場合は、遅滞なく公表しなければならないとい

うことがその次の３項目に書かれていて、４項目は、これを定める

ことの意味合いについての解釈ですが、法第21条に規定する事務、

これは教育委員会の権限が書かれている条が第21条にあるのですが、

それを管理し、また執行する権限を与えるものではなく、あくまで

も権限はそのままなんですけれども、市全体の教育の方向性は、教

育委員会と市長が協議の上、大綱をつくっていくというものが今回

定められたということになっています。 

 その下、点線の囲みの部分になりますけれども、ここのイのとこ

ろ、先ほどの説明の中に、教育基本法の第17条第１項の規定の基本

的な方針を参酌して定めるとなっていますが、その２項目、規定す

る教育振興基本計画を地方公共団体によって定めている場合には、

その中の目標や施策の根本となる方針の部分が、大綱に該当すると

位置づけることが考えられることから、地方公共団体の長が総合教

育会議において教育委員と協議・調整し、当該計画をもって大綱に

かえることと判断した場合には、別途、大綱を策定する必要はない

ことというような、これは文科省のほうの通知の中に入っているも

のをここに掲げて、記載してあるんですけれども、市で、教育振興

基本計画があれば、それをもって代えてもいいフレームになってい

ます。 

 そういうことから、山武市の場合、教育委員会では、教育振興基

本計画を策定してございます。今回、この９ページ目以降は、仮に

教育振興基本計画をベースに策定した場合には、こんな感じになる

のではないかというものを、資料としてそれをつけさせていただい
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たということになっています。 

 ９ページ目ですけれども、山武市の現在策定している教育振興基

本計画をベースに策定するとした場合は、これは平成27年度を始期

として、教育振興基本計画の計画期間である平成32年度を終期とす

る。ただし、市の総合計画や国、県及び社会情勢の動向を踏まえ、

適時改訂するものとして策定してみたらどうかというようなことが、

ここに書かれています。 

 そのスケジュールとしましては、年３回ぐらいの協議を踏まえて、

年度内に大綱を公表できればというようなスケジュールをここに書

かせていただいています。 

 10ページ目、11ページ目、12ページ目ですけれども、これは、現

在、山武市の教育振興基本計画の骨格の部分がここに掲示してあり

ます。山武市教育の目指す姿として、教育理念が「学びの感動と、

他人（ひと）を思いやる心を育み 未来をたくましく切り拓く自立

した人づくり」、こういうようなものを理念として掲げて、その基

本目標がその下に３つ掲げられております。 

 さらに、11ページ目には、教育理念を推進する４つの施策という

ことで、ここに４つ書かれていて、12ページ目には、重点施策とし

て、そういう教育的な課題を解決するために、重点的に行う施策が

その分野ごとに書かれているようなことが、今現在の教育振興基本

計画の骨組みになっているというところでございます。 

 14ページ目以降ですが、他団体で現在策定済みになっている教育

大綱の骨組みの部分のモデルとして、ここに書かせていただいてお

ります。それは教育振興基本計画をベースにした場合には、こんな

並びでつくってある場合が多いという、そういう骨組みの部分です。 

 14ページ目には、「はじめに」ということで、市長の挨拶文が載

っていて、大綱の策定の趣旨、背景が、あわせてそこに書かれてい

て、大綱の位置づけ、そして大綱の期間等はフロー図などで説明さ

れている。教育の基本理念、そして教育振興基本計画に掲げている

理念がここに載ってきて、その基本目標、施策の体系という、先ほ

ど12ページまでの間に書かれているようなことがここに書かれてい

て、１つの大綱が書かれているというような形の骨組みになってい

ます。 

 15ページ目から18ページ目までですけれども、それを山武市教育

大綱に置きかえた場合には、こんな感じになるんじゃないかという

のを参考としてつけさせていただきました。内容的には、基本的に

先ほどと変わりません。大綱策定の趣旨、位置づけ、期間、18ペー
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ジ目には目指す姿としまして、理念、目標、４つの政策、施策とい

う形で並んでいるような感じになるのかなというところの形を、参

考でつけさせていただいたところでございます。 

 ８ページ目に戻りますけれども、法律で地方公共団体の長は、こ

の大綱をつくる、教育に関する大綱を定めるということになってい

て、それは国で定めた方針を参酌してつくる、地域の実情に応じて

つくっていく。その際には、地方公共団体で現につくっているもの

があるのだったら、それをもって代えても構わないと、そういうよ

うな流れになっているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

市長  要は、山武市教育振興基本計画をベースにして、この大綱を新た

に策定するという方向でよろしいか、ということでいいのでしょう

か。 

 教育振興基本計画をつくっていただいておりますので、それをベ

ースにして、これは事務局のほうで、そういった案をつくっていく

ということですか。 

 

教育総務課長  もしそういう方向でよろしければ、次回以降に、また素案をつく

ってお示しして、ご意見をいただく。 

 

市長  今日は、素案をつくる作業に入っていいかどうかということを決

めればいいのですか。この山武市教育振興基本計画をベースに素案

づくりに入ってよろしいかということですか。 

 まず、基本的にそれでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

市長  特に、この際、基本計画に、考え方ということで、何かご意見が

あるのでしょうか、皆さんの中では。大丈夫でしょうか。教育長は

どうですか。 

 

教育長  基本的に大綱というのは、方針、大枠を決めるだけでいいものに

なります。その中で、今回、市長のほうで、この計画を大綱に代え

るというご判断、お考えであるとすれば、教育振興基本計画をそっ

くりそのまま大綱に代えることもできるし、今、事務局案が出たよ

うに、教育振興基本計画の中から、基本的な部分を抜き出して大綱

をつくっていくということも、考えられるという提案だと思うので
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すが、市長としては、教育振興基本計画を大綱に代えるのではなく

て、そこから新たな大綱を、それをベースにした大綱をつくるとい

う考えでよろしいでしょうか。 

 

市長  先に五木田委員お話をいただいてからにします。 

 

五木田委員  大綱についての意見ですけれども、私は山武市教育振興基本計画

ができているのだから、それは肉もあり、骨もあるから、その大綱

というのは、肉をそいで、骨だけの部分で、私は十分、今まで皆さ

ん苦労して、ディスカッションしながらつくった山武市教育振興基

本計画をあくまでもベースにすべきだと私は思います。 

 

市長  ありがとうございます。私は、これまでおつくりいただいた基本

計画を最大限尊重していきたいという考え方は一緒です。今、五木

田委員からお話があったことで、事務局として考えているのは、肉

と骨があると。大綱は、その肉づきのまま大綱にするというのが、

新たにつくらなくていいということですよね。だとすれば、新たに

肉づきの、要するに骨と肉と両方あって、肉がついたままでよけれ

ば、新たに変える必要はない。五木田委員がおっしゃるように、肉

はそぎ落してということであれば、新たにつくるということになり

ますよね。事務局が考えていることというのは。 

 

 

教育総務課長  今の話で。事務局の考えは、骨の部分だけをもって大綱とすると

いう形のものをお示ししたほうがいいのかなと思っています。大綱

そのものは、細かいところまで決めるものではなくて、大きな流れ

をお示しすればいいというものだと思いますので、ベースにある教

育振興基本計画の中から、その骨組みの部分だけをお示しして、そ

れをもって大綱とするような形を、今後示せればいいのではという

ことで考えています。 

 

市長  新たにという意味は、そういう意味で、要約したというか、骨組

み、しっかりした骨組みをお示しするという形で、皆様方がこれま

でおつくりいただいた教育振興基本計画をもとに、新たにつくる。

それは肉をそいでという形の大綱をつくっていきたい。 

 私は、今の段階では、特にそういうのをつけ加えるというような

ことを考えておりませんので、それでよろしいでしょうか。 
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（「はい」の声あり） 

市長  では、そういった形で素案の作成に入らせていただきたい。新た

につくりますが、新たにという意味はそういう意味だとご理解をい

ただければいいと思います。よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

                                       

（２）協議・調整事項 

  ②市立小中学校の規模適正化・適正配置について 

 

市長  次に、これは少し大変なのですが、今、小中学校の統合計画の説

明をしてもらっていただいておりますが、規模の適正化・適正配置

について、もう少し突っ込んだ方向性を決めておかないと、住民の

皆さん方に説明がし切れないというような状況にあります。そうい

ったことについて、今日、ここでご議論をいただきたいと思います。 

 どちらかというと、将来の財政にかかわってくるものですから、

学校の建設というのは結構厳しいものがあって、その辺をどういう

ふうに扱うかということで、この意見を統一していかなければいけ

ないという問題でありますので、意見の交換を教育委員会とさせて

いただきたいと思います。事務局から、まず説明をしていただけま

すか。 

教育総務課長  それでは、19ページ目をご覧いただきたいと思います。資料４の

市立小中学校の規模適正化・適正配置についてでございます。 

 教育委員会では、あり方検討委員会を立ち上げて、そこで審議を

していただきまして、答申をいただきました。それが平成26年３月

ですが、教育委員会で内容を確認し、それを踏まえた上で、その規

模適正化・適正配置の基本方針を平成27年２月につくりました。そ

れをもとに３月の７、８、15日の３日間で意見を聴く会ということ

で、中学校区単位６カ所で、市民や保護者の方を対象に説明会を開

きました。６カ所で146人という参加者、１校当たり20人強ぐらい

の人数、非常に少ない人数の中での説明会になってしまったという

ことになると思います。 

 そういう中では、いつ統合するのか、優先順位はどうなるのか、

学校はどこを使うのかというような年次計画に関する意見、通学環

境が変わるので、スクールバス等の配慮があるのかどうか、そうい

う関係の意見、そういう意見のほかに、災害時における避難場所の
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位置づけになっている学校がどうなるのか、学校という地域コミュ

ニティーに関しても欠かせないような中心的な存在であるというこ

とから、学校がなくなってしまうことに対する意見が結構多く出ま

した。あとは、学校がなくなることによって、そこの地域の魅力が

なくなることから人口が減ってしまうのではないかと、学校の統廃

合よりも、そういう人口増に関する施策というようなものに対する

意見を、多くいただいたというような意見交換会になっておりまし

た。 

 各会場で意見の多かった統合の時期ですとか、優先順位等につき

ましては、新市建設計画や財政計画との整合を図って、説明してい

く必要があるのでという回答をその場でしております。その他の廃

校になる学校の避難所としての位置づけや、地域コミュニティー施

設としての位置づけ等は、教育委員会だけでは判断できない事案に

なるので、市長部局との協議・調整を図って、改めてご説明すると

いうような回答で、その場はしております。 

 スケジュールとしましては、市長部局との協議・調整をした後に、

今後のより具体的な適正配置計画を12月ごろまでには作成し、年明

けの２月から３月ぐらいに、また、保護者や市民の皆様にお示しし

て、説明会等を行う方向で考えています。 

 そういった中で、下段の点線で囲まれている部分になりますけれ

ども、今後の課題・検討という部分で、教育委員会で考えているこ

ととしましては、アとして、新市建設計画及び財政計画の見直しに

係る調整ということで、校舎の建て替え等の予算の位置づけが必要

になってくるということで、どうしても統廃合していくということ

になれば、建設、建て替え等々費用がかさんでいく。そういうもの

を計画の中にのせる調整がとれるかどうか、そういうのを明らかに

していかなければならないのでは、ということを考えています。 

 イとして、避難所としての位置づけである19校は、全て今、避難

所になっています。それが私どもの計画ですと、将来的には小学校

が６校、中学校が３校ということで、全部で９校になります。10校

分減ってしまった分の避難所をどうするのかという、その部分につ

いての方向性も、はっきりさせていかなければいけないという状況

になろうかと思います。 

 それと、廃校になる学校施設の跡地をどのように活用していくの

か、それを理解してもらえるような活用方法はあるのかというとこ

ろがもう１点として考えられます。 

 あと、エとして、まちづくりの視点というところでは、地域のコ
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ミュニティーの中心ということを思っている方が多い学校なのです

が、学校がまちづくりの各施策にどのように影響を及ぼすのか、と

いうところの整理が必要になってくるのかなというところでござい

ます。どうしてもそこを拠点、まちづくりの中心的存在という視点

で考えている方にとってみて、学校の統廃合というのは、全く相反

することなんじゃないかということでの意見を、強くこちらのほう

にいただいておりますので、その点の整理をしていかなくてはいけ

ないのかなということであります。 

 最後のオについては、保健福祉部のほうで、こども園整備も今や

っている、そういう計画を立てている、そういう中で、学校の位置

とこども園整備の考え方を、ある程度方向性をそろえなければいけ

ないというところで考えていかなければ。それがある程度はっきり

しないと、学校の統廃合の位置とか、時期とかというものに影響が

出てくることが想定される。学童保育についても調整していく必要

があるということで、アからオの５つの点について課題があるのか

なというところで今考えています。 

 次のページ、20ページから21ページ目には、学校の児童生徒数の

推移の表をここに載せていただいております。 

 小学校については、平成27年度がちょうど真ん中になっています。

今現在、合計で見ますと、一番下、児童数が2,291人の97学級ある

というのが現状の数字になっています。これが33年度には、

1,837人の82学級まで減少するということで、その減少の数は一番

右側の表の下に載っていますけれども、454人の減で19.8％、約

２割の減が見込まれるというような状況になっています。 

 中学校につきましては、21ページ目になりますけれども、真ん中、

平成27年度、1,354人の生徒数で45学級あるものが、平成33年度に

は1,113人の36学級、平成39年度にはさらにまた減りまして、831人

の28学級まで減っていくということで、中学校の平成39年と平成

27年の対比でいきますと、523人(▲38.6％)の減少が見込まれるとい

うような状況に今、至っているというような、そういう将来が見込

まれる中で、教育委員会とすれば、規模を整えて、教育環境を整え

ていこうという方針で説明会をしていきたい。そういう中で、先ほ

ど申し上げましたような、そういう課題をクリアしていかなければ、

個々の説明会で具体的な説明に入っていけないのかなというところ

で、今回、協議の中に入れさせていただいたというところでござい

ます。 

 説明は以上です。 
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市長  事務局から今説明があったとおりで、そろそろ将来的に、具体的

に学校統合をどのあたりから始めるか、それについて新しく学校を

つくる必要があるのかどうかというところになってくると。 

 ３つの大きな問題があると思いますが、１つは、統合も含めて、

子どもたちの教育環境の確保について第一の課題がありますが、ど

ちらかというと、市長部局にかかわってくることとして、コミュニ

ティー形成の問題、これは、私は意見をトーンダウンするのですが、

今、事務局の説明にもあったとおり、学校が地域のコミュニティー

の中心であるという役割を果たしてきた、この機能が学校統合によ

ってなくなってしまうということで、どちらかというと、市長部局

としてまちづくりの面からは、学校統合が必ずしも賛成ではないと

いうところがあるんですが、これについては、子どもたちの教育環

境を整えるというところからは、ちょっと私は言わないことにして

いるんですが。 

 それと同じようなことで、例えば地域防災の拠点だから学校をな

くすな、こういうような声も地域から出ます。これについては、私

もそのコミュニティーの問題で、まず第一に子どもたちの教育環境

ということで考えるとすれば、避難場所なのだから学校をなくすな

ということと、子どもたちの教育環境を整える、これは別問題とし

て考えましょうというふうに、機会があるごとに皆さん方にお話し

することにさせていただいています。 

 市長部局として、最大の課題は、将来の財政見通しと、学校建設

という、やはり大きな事業になります。これが実現可能なプログラ

ムをしっかりと示せるかどうかというところも、どちらかというと、

非常に慎重な将来の財政見通しをつくっていますので、ここが一番、

非常に悩ましいところなのです。ただ、教育委員会とすると、そこ

をある程度しっかりと示さないと、なかなか地域の皆さん方に、こ

れ以上話ができないという状況になるということなので、今日の中

でそれがどこまで話ができるかどうかわかりませんが、これは財政

課長とか、前財政課長の総務課長、その辺の意見も述べていただき

ながら、できるだけ忌憚のないところでお話を聞かせていただいて、

次に進んだ一歩に今日はできればと思います。 

 例えば、全く教育とは関係ないのですが、今、東金にあります、

ごみ焼却場、これがあと十二、三年先に建て替えをする。同じ時期

に松尾にあるごみ焼却場も建て替えの計画に入ります。ここで具体

的な考え方として、「ああ、そうか」と私が思いましたのは、説明
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を受けて、「なるほど、難しいな」と思ったのが、今までは行政が

何かの設備、施設をつくるときには右肩上がりでしたから、例えば

100トンのごみを処理できるようにというときには、将来的にもう

少し余裕を見て、120トンの設備をつくりましょうということが当

たり前に行われてきました。ところが、人口減少社会、経済縮小に

なってしまったものですから、見通しが全てマイナスになっていき

ます。ごみの処理量も、将来的に減少していくという中で新しく設

備をつくります。そうすると、つくったときが最大の処理力。とこ

ろが、例えば今、１日100トン処理をするということになると、

100トンの能力は確保しなければいけないのですが、それは必ず将

来、過剰投資というか、過剰の設備になってしまう。こういう問題

を全てに抱えるようになってしまいました。 

 教育も、学校を統合しましても、将来的には、またその学校が余

るというような状況の中で、子どもたちの数が増えない限りはそう

いうふうになってしまいます。すぐには子どもたちの数が増える見

込みが立ちませんので、そのあたりを考えていきますと、学校をつ

くるということに関しても、非常に慎重にやっていかなければいけ

ない。人口が減っていきますと、それだけで交付税も減ってしまい

ますので、将来の見通しが非常に厳しくなっていきますから、そう

いったところで、うちのほうの財政担当からしますと、なかなかす

ぐにやろうということをお示しすることが、今できていないという

ことだと思っています。そのあたりで、学校を統合して新しい学校

をつくるというのは大きな事業なものですから、そういったことが

全ての施設の見通しに出てくる問題になります。 

 それから、この市が合併をして、ここまで10年間来ましたけれど

も、それぞれコミュニティーをしっかり守っていこうということで、

市役所はこういうふうにできましたけれども、町役場、村役場がほ

とんど不要になる。そうすると、それを縮小といいましょうか、壊

さなければいけない。というときに必ず、壊しっ放しではどうして

も住民の皆様方から、なかなか理解を得られないということで、新

たな設備をつくるということ。これが将来、財政負担を伴うという

点、十分承知はしておりますが、やはり町村合併そのものが、合併

しないほうがよかったというようなことを考えるだけでは、合併の

意味はありませんので、地域コミュニティーというのも守っていく

というふうに、考えてやってきておりますが、学校もある意味では

それと同じような考え方を、もう片方で基本としてはとりたいので

すけれども、非常に財政的には難しいというような面があります。 
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 そんな中で統合をする。統合そのものは学校の数を減らしていき

ますから、時代のすう勢に合っていると思いますが、それをどのよ

うに無駄がない形で実現をしていくかということで、これは知恵を

絞っていけるところがあれば、それはそれでやっていかなければい

けないと思っております。 

 そんな考え方の中でありますので、理想論を言っていてもうまく

いかないですね。これは、どっちがどういう意見を出すのですか。

こっちから意見が出ますか。財政のほうから、教育委員会では何か

ありますか。どういうことを考えているか。では、こちらのほうか

らちょっと意見を述べさせていただきます。 

 

財政課長  財政課の小川です。私自身も４年前、教育委員会で教育総務課長

をやっていまして、その当時つくったものが現在の教育振興基本計

画になっています。教育振興基本計画で学校の統廃合と書いて以降、

この統廃合の問題というのは本格的な議論が進み始めたのだと思っ

ています。 

 財政のお話をさせていただくと、合併後10年が過ぎまして、本市

の財政についても過渡期を迎えています。合併に伴いまして、以前

からお話ししているように、10年間、交付税というものが保障され

ています。現在、山武市の財政規模としては、200から220億ぐらい

で推移しています。財源としては、税が60億ぐらい、交付税につい

ては70億以上もらっています。この70億、収入の大きな部分なので

すが、これが10年過ぎまして、５年間で削減されていくようになり

ます。したがいまして、市の財政規模も縮減していくような、せざ

るを得ないような状態になっています。あわせて、合併の特例のも

う１つの大きな特徴として、合併特例債というものがあります。起

債を起こして、その７割が交付税で返ってくるという、非常に有利

な起債です。簡単に言いますと、３分の２が補助みたいなものです。

これを使って学校の統廃合をやっていこうと思っているのですが、

ただ、いかんせん統廃合の学校の校数も多いですし、それを今回の

財政計画の中におさめていけるかというと、非常に難しい問題だと

思っています。 

 つくるほうについては、補助金も起債も充てられますけれども、

壊すほう、残ったものをどうするかというのが大きなテーマでござ

いまして、その施設をどうするかの計画もあわせてつくっていかな

ければいけない。そちらについては、交付税も補助金もありません

ので、ただの借金、市の持ち出しでやっていくような形になります。
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もし壊すとすれば、その辺の兼ね合いの中で、どういう着地点を見

つけていくのか、それを現実的な実施計画としてまとめていくこと

になります。 

 計画の策定スケジュールとしましては、今年度中に新市建設計画

というのをまとめていきたいと思っています。新市建設計画は、今

後10年間の財政計画とマッチしていますので、それを早急につくっ

て、その中で一番大きなテーマが学校の統廃合というような位置づ

けとなります。 

大きな事業としては学校の統廃合、そして、さんむ医療センター

の建て替え問題がございます。また、こども園の問題。この３つの

兼ね合いをとりながら着地点を見つけるというような作業スケジュ

ールでございます。 

 以上です。 

 

市長  今こちらから説明したのは、厳しいよという話だけになっちゃい

ますよね。その中で、病院も建て替えるという方向性を示さなけれ

ばいけない。ですから、これもどのようにしたら建て替えられるの

かということを考えながらやっていかなくちゃいけませんが、いず

れにしても、いずれ建て替えを必要としています。 

 それと、こども園もそうだという話、それは事務局からも話があ

りましたが、そういった全体的なことの中で、どのように当てはめ

ていくのかということをしていかなければいけないという現状、現

実はご理解をいただきたい。 

 合併に伴って、地域それぞれに、順番にやっていきましょうとい

うものにつきましては、次年度、蓮沼の庁舎を壊しましたので、今

まで考えていなかった高い建物を、津波からの避難も考えてつくる

ということを今計画しておりますが、それでとりあえず一回りお約

束というか、地域コミュニティーの核をつくっていくという仕事は

終わります。ですから、その後は今言いましたように、大きなもの

としては学校、病院というようなところが考えられるかなというこ

とですから、学校建設も、我々としては学校建設を全部後回しにす

るということではなくて、大変重要な施策として当てはめていかな

ければいけないという中で、検討はしていきたいと思っていますが、

これを時期的なものをお示ししながらつくっていくという作業を、

教育長からも成東地区の中学校の統合にかかって、やはり新しい中

学校をつくる必要が出てくるということと、それから大平小学校と

蓮沼小学校、松尾小学校と豊岡小学校。この３つ。この時期的なも
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のを明示できるようにしてほしいという話をいただきました。ここ

も、財政のほうでも、教育委員会としてのお考えだとそれは思いま

すので、これを計画の中にどうやって当てはめていくのか。 

 

委員長  今の問題に関連して、ぜひ財政も含めて、市部局の皆さんにご理

解いただきたいことをお話しさせてください。 

 今回の適正配置は、やはり学校の教育の現場を、いかにしたらよ

くなるかという前提で進めていますので、それは、もう既に案とす

れば発表しましたというところでございます。今回、先ほど教育総

務課長から話があったとおり、146人しか来なかったということは、

非常にまだまだ興味が少ないと私は思っています。というのは、具

体性がないからです。一応、大まかな計画は出しましたけれども、

この学校とこの学校はどうするのだ、いつやるんだというところが

ないので、市民の方々からすると、まだまだうちのほうは先だなと

いうことで、なかなか会議に出てくれなかったというのが実態だと

思います。具体的に、そういうところに参加した人からは、いつや

るかという質問がありました。 

 今回、今、市長さんがおっしゃられたように、具体的に複式にな

っているところはどうしようかとか、それから、これからのところ

で中学校も、クラス替えができないような中学校をどうしようかと

か、そういうところを先にせざるを得ないと思うし、使える学校は

そのまま使う、そういうことも前提として、なるべくお金のかから

ない財政計画というか、統廃合計画を進めてきたと思っていますの

で、やはりここだけはしなきゃいけないと、先ほど教育長から伺っ

たということでありますけれども、成東中学校の問題、それから豊

岡小学校と松尾小学校の問題、大平小学校と蓮沼小学校の問題とか

というところを、やっぱり早めていかないといけないので、具体的

なスケジュールの中に当てはめていただきたいということを、ぜひ

お願いをしたいなと思っております。ですから、使える学校は使っ

ていく、それはもちろん、頭に置いてのこれまでの検討経過だと私

は思っています。 

 もし、ほかの委員さんで意見があれば。 

 

小川委員  市長部局の立場もよく理解をしているつもりですが、お互いの立

場が、教育委員会と市長部局で違うところが問題なので、理想論と

言われればそれまでかもしれませんが、きちんと理想論を述べない

といけないのかなと。我々は、果たして今の実態のことと今後も含
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めて、子どものためになるのかどうかということで、議論をしてき

たつもりでございます。学校というのは、これは、いつも私が言っ

ているのですが、学力をつけることと社会性を身につけることだと

思います。やがて子どもが、教育の究極の目標というのは自立なわ

けですから。何が言いたいのかというと、豊岡小学校のように複式

が始まってしまったような状況下において、やはり私は学力と社会

性、そして最後の自立という部分で阻害されるのではないのかなと

思っています。ですから、冒頭に申し上げた、子どものためになる

のかどうかということを考えたならば、やはり、統廃合やむなしと

思います。 

 この先、委員長が言われたように、私はやれるところからやるべ

きだと思います。例えば、複式が始まった豊岡小学校をそのままに

しておいてこれでいいのかという状況です。ですから、具体的な話

をすれば、豊岡小学校と松尾小学校を一緒にするならば、松尾小学

校の校舎を使えばいいわけであって、スクールバスを導入すれば、

そんなにお金がかからないということです。 

  

市長   松尾小学校も大分古いというお話をいただいて、松尾小学校は順

番的には多分最後になるだろうと聞いている。 

 

小川委員  ですから、やれるところはやって、あまり金のかからない状況か

ら始めると。そういう形でスタートを切っていかないと、やはり子

どもにとっていい状況はないだろうと。これは教育委員会みんなの、

私たちの考えだと思います。ですので、どこかでスタートを切らな

いと始まりません。 

 

市長  今、地域創生で、とにかく地域の生き残りをかけて、これから山

武市もプログラムを組んでやっていこうということの中で、やはり

将来生き残る地域を、消滅しないようにということになると、次の

世代を担ってもらう、しっかりとした子どもたちを育てていかなけ

ればいけないという結論にいってしまう。ですから、教育に力を注

ぐということには必ずなっていきます。当山武市はそれをしっかり

やっていければと思っておりますから、そこは、私どもも教育委員

会も同じ、そういうふうに思っています。 

 あと、例えば、学校をつくるにしても、うちのほうへつくってく

れとか、それから、おそらく使える学校、例えば、偏ってこちらの

学校を使う、いや、そうじゃなくて真ん中につくれとか、こういう
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お話も出てくると思います。そういったところを我慢をしていただ

く場合も出てくるのかなと。そのあたりを市長部局と教育委員会で

しっかりと意見をそろえておきませんと、住民の皆様方に説明はな

かなかできないですよね。みんな、どうしたって一番やりやすいの

は、両方壊して、真ん中に今までよりもいい学校をつくりましょう

というのだったら、住民受け入れますような話になってくる。でも、

それに耐えられるかどうかというのが、おそらく我々の課題であり

ます。 

 

総務課長  山武市になってから合併した当初は統合計画があまりなくて、既

存の学校の耐震化を一生懸命進めてきたという経緯があります。と

いう中で、どの学校も、例えば体育館が新しかったり、また、耐震

の工事、全ての学校終わっていますけれども、それについても起債

を起こして、まだお金を返しているような状況もございます。そう

いった中でやっぱり、市長の言ったように２校を１校に、２つの校

舎を壊して１つにするというのが、これが現実の問題かということ

になってきますと、どうしても、やっぱりそこは十分考慮していた

だく必要性があると考えております。 

 どうしても私たち、さっき財政課長から病院の問題とか、お話あ

りましたけれども、持続可能な市政運営がやっぱり根本にあります

ので、その辺は十分に検討の中に加えていただきたいと考えており

ます。 

 

市長  ほかには何か。 

 

委員長  よろしいですか。まず私どもは、その持続可能な検討はもちろん

わかりますけれども、まず学校の適正配置をどうしようかという前

提で統廃合の案を今回つくりました。ですから、具体的に今度示し

ていかざるを得ないので、それを、どこを、まずこの時期に考えて

いますよということを言わないとスタートできない。もちろん、先

ほどありました小学校の先生の配置も、中学校の先生の配置も、や

はり二、三年前から方向性を出さないと配置もできないということ

なので、教育長から前も言われたということなのですが、成東中学

校にしても、もう60年経つよと、それから松尾小学校にしても55年

経つよという時期も出てきますと、大平小学校についても、もう

60年近くになるよと、こういう話になってくるので、いずれにして

も建て替えの時期ですと。建て替えの時期に、この統廃合をうまく
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絡めると、文科省の補助金ももう少しいただけるようなこともある

ので、それと連動して打ち出すことが必要ではないかと思っていま

すので、ぜひともこの時期に、同一年度に３校なんて話ではないの

で、段階的な方向性を早めに出したほうがいいのかなと思います。

よろしくお願いしたいと思います。 

 

市長  ほかには、意見はありますか。 

 

五木田委員  文科省は約60年ぶりに、いわゆる統廃合の、学級規模の適正規模

のガイドラインを昨年度に示したわけです。それで、私は蓮沼出身

でありますが、現実問題として少子高齢化が進んでいるのが現実で、

特に中学校の場合なんかは、昭和36年には450人もいた子どもたち

が今、80人近いぐらいまで減少しているわけなんです。子どもたち

の集まる学校の適正規模というのは、さっき小川委員が言ったよう

に、子どもの学習環境を整えるという大人の使命を達成できるかで

きないかの問題でありますので、特に、豊岡小学校の複式の問題、

蓮沼中学校の単学級の問題、これは早く解決してあげないと、子ど

もたちが教育の機会均等、ここら辺にかかってくるのではないかと

私は危惧しております。 

 それで説明会を、答申を受けてから６カ所、６中学校区でやって、

先ほど教育総務課長から説明がありましたが、146名という、地域

によって温度差がすごくあるということですよね。実際に子どもや

お孫さんが学校にいる人と、もう全く学校とは疎遠になってしまっ

た人たちの意見とは全然温度差が違うということであります。 

 そんなことで、私たち教育委員は答申を平成26年３月に受けてか

ら、50時間ぐらい討議をしております。あくまでも、これはお金の

ことを念頭に入れて学校の配置を考えているわけではありませんの

で、そこら辺はあくまでも子どもの教育環境を整えてあげるという

ことであります。ですから、今まで討論、議論してきたことが水泡

に帰さないように、ひとつ、市の幹部の皆さんのご高配をいただき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

 

市長  ありがとうございます。教育長、何かありますか。 

 

教育長  先ほどらいでています、教育長から３校という話がありましたの

で、その辺ちょっと補足させていただきますが、必要性その他につ
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いては、今、各委員さんからお話が出ているとおりでございます。

今後の子どもたちの教育環境を整える上では、やっていかなければ

いけないということで、案を示させていただきました。その中で、

今回具体例を出していかなくてはいけないということで、優先順位

をいろいろ考えてきております。その優先順位のつけ方としては、

やはり複式学級が始まってしまっているところの解消ですとか、学

校の老朽化に対応しなくてはいけないというような、両方の面から

考えながら、この統廃合について優先順位を考えてきているところ

です。 

 今回、19校を９校にするという案の中で、どうしても急がなくて

はいけないというものが当然出てきます。それを考えていったとき

に、先ほどから、最大限、今ある施設を利用しながらやっていかな

ければいけないという中で、できるだけ今ある学校は使っていくよ

うな統合を考えております。 

 その中で、順番に見ていきますと、豊岡小学校が既に複式学級が

２学年２クラス出てきてしまっていて、これは解消しなくてはいけ

ないだろうということで考えている部分については、豊岡小学校を

松尾小学校と一緒にして、松尾小学校を使っていこうということが

１つございます。それから、蓮沼中学校と松尾中学校ですが、蓮沼

中学校では今年度から単学級化してしまっていて、非常に子どもた

ちの数が少なくて、運営に影響が出ているということで、これも優

先順位が高くなってきている。あと、山武中学校につきましても、

平成32年度には山武南中学校が単学級化してしまうというような状

況の中で検討していますが、統合としては平成31年度ぐらいに、幾

つかの学校はもう、そういった状況から統合をしていかなくてはい

けないだろうと考えているところです。 

 その中で、大方の学校については、平成38年度以降に考えても何

とかなるだろうと考えています。というのは、中学校をとりあえず

先行させて環境を整えていくことが大事だと考えていまして、そう

なってくると、その中で特に問題になっているのが、先ほどお示し

した３校ということになるのですが、その３校につきましては、一

つは成東中学校と、成東東中学校の統合に絡む部分で、これは署名

の陳情が上がっているように、60年以上経っている学校をこのまま

使っていくことはできないということと、子どもたちの人数的なも

のを考えて、今のところ平成35年ぐらいには新たな学校を建ててい

く必要があるだろうという判断でお願いしているのが一つです。 

  それから、豊岡小学校と松尾小学校については、とりあえず松尾
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小学校への統合でいけるのですが、松尾小学校そのものが、もう

55年ぐらいたっている学校で、10年先ぐらいには、やはり新しくし

ていかなければならない状況に来ているということでございます。

ですので、その老朽化というところから考えていきますと、とりあ

えず統合はするけども、そのさらに先になれば、建て替えを考えな

くてはいけない。それが平成38年ぐらいをめどに考えていく必要が

出てくる。 

  それから、もう一方の蓮沼小学校と大平小学校につきましても、

とりあえず中学校を先行させていくことによって、この２校の小学

校はまだすぐにはやらなくても大丈夫だろうと考えている中なので

すが、これもまた、あと10年たつと60年という経過年数がたってし

まって、そのころには建て替えを考えなければいけない。そうする

と、それもまた平成38年ごろということになります。 

  それの平成38年ということになりますとその準備も含めて平成

36年ぐらいには、その動きを出さなきゃいけないということになっ

てきて、数ある統廃合計画の中で、この３校が今考えている10年の

新市建設計画の中では、ある程度、検討を加えていただかなければ

ならないものだろうと思っているところです。今後その10年の計画

の中で、こういった課題を抱える学校３校について、財政的な面も

含めて、今後の方針の中に組み入れていただきたいという要望なの

ですけれども、その辺のところでお願いしているところでございま

すので、ぜひその方向性を示していただければなと考えているとこ

ろです。 

  よろしくお願いします。 

 

市長  ほかにはいかがでしょうか。今日これで結論というわけにはちょ

っといかない。いずれにしましても、子どもたちの教育環境を整え

るのに統合を進めていくことについては、もう結論として出ている

と。その方向に具体的にどうして進めていくかということの問題。

それを財政は耐えうる計画にしていきたいということでありますの

で、今、お話をいただきました。しっかりとこちらのほうとしては

受けとめさせていただいて、その方向で調整を図れるかどうかを検

討します。 

  あと、今回、この総合教育会議ができた大きな目的の中に、やや

もすると、今まで教育委員会は理想論で、うちのほうはできない、

金がないと、これのやりとりだけになって、現実的にやっぱり地方

自治体にとりまして、教育に、この学校建設にかかるお金って大変
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なものだと。この問題は、だからお互いが夢を言っていてもまとま

りませんので、新しい建設計画をつくるという、教育委員の皆様方

にも、学校建設についての市全体の財政についてご理解をいただく

中で議論をさせていただければと思います。こちらのほうはできま

せんというお話ではなく、今お話しいただいたことを受けとめて、

位置づけを検討させていただくということに、今日はとどめさせて

いただきます。 

  もう一つお願いをしなければいけないのは、おそらく子どもたち

にとっては学校統合を進めることが必要なのでしょうが、保護者の

方々や地域の方々からすると、抱き合わせですよね、言ってみれば。

条件として新しい学校をつくるのだったら、統合はいいよとかとい

う話が出てくると。このことをやることで、財政的に無理だとかい

う話の中でやっていくと、統合そのものができないということも出

てくる可能性もありますので、子どもたちの環境を整える仕事と、

新しい学校をつくるということを、ある意味では切り離して考える

ことも必要。 

  それから、財政的に時期を見て、この時期にやるべき、それが長

い目で見て必要だということもあると思いますが、住民サイドはど

うしても新しいものをつくって統合ならいいよという話になったと

きに、じゃ、統合ができないということになってはいけないと思い

ますので、できるだけその辺は、統合は統合、新しい学校は新しい

学校というふうに分けて考える必要も、これはあるのかなと私ども

としては思わざるを得ない。いかがでしょう、その辺については。 

 

小川委員  まさにそうだと思います。ない袖は振れませんから。いわゆる新

市建設計画がどういう形で市長部局のほうから出てくるのか、それ

らをすり合わせながらという形になろうかと思います。 

  意見を聴く会の参加者が146人ということですけれども、私は集

まってきた方々は、ほとんどが、やはり反対の人たちが集まってき

たと。まあ、いいだろうという方々はそんなには来なかったのだと

思います。 

  ですから、さまざまな意見がありましたけれども、教育長からも

報告があったかと思いますが、もっと丁寧な説明の仕方をしていく

という方向性で今、考えて、教育委員会として議論を進めたい、そ

のような形でいきたいなと思っています。 

 

市長  いずれにしましても、具体的に進める中で、学校建設も避けて通
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れないということについての認識は、我々もしっかりと持ちます。

ですから、それを計画の中に当てはめるのを、ちょっと置くという

ことではなくて、しっかりとその中で位置づけを考えざるを得ない

と思いますので、ご議論、また場を持って、別の案が出る可能性も

ありますけれども、うちのほうとしても、実現できる計画を当ては

めるということの中で受けとめさせていただいて、具体的な、じゃ、

いつまでにどこをという計画に当てはめていこうと思っています。

まさにこの会議はそういった目的を持っておりますので、次の会議

あたりではそれを具体にお話しできるようにしていかなくちゃいけ

ないということでよろしいですか。 

 

教育長  今、おっしゃられたとおり、こちらの案について一応受けとめて

いただいて、検討をさせていただくということなので、そのとおり

進めさせていただきたいと思いますが、教育委員会として今、説明

を徐々に、それぞれに進めていく中で、ある程度、今言った３校程

度の必要なものについては、検討しているということではお伝えし

てもよろしいのでしょうか。はっきりとした答えは出ないにしても、

今こういうことで進めていると。 

 

市長  説明をして実現できないというのは避けたいのです。ですから実

現に向けて最大限の努力をしますし、その前に実現可能な案をしっ

かりとつくっていかなければならないと。特に新しい、一番可能性

の高いのは、こちら側の、例えば財政的なものを考えれば、今ある

学校を利用して、そこに吸収ができれば、それがまず一番いいわけ

です。次に、今ある学校を少し大きくしたい、同じ場所でという、

土地も少し買い求めてもいいのですが、というところは可能性が高

いです。それをこっちの学校もやめ、こっちの学校もやめ、壊すお

金は、さっき言っていたように全部単費でやらなければいけない。

で、新しい土地を今までよりも、当然大きくして、そこに新しい建

物と。これが一番難しいわけです。 

  ですから、皆さん方が、こっちもやめて、こっちもやめて新しく

場所をつくりましょうというイメージを持たれて、結局はその土地

もまとまらない、予算もなかなか立たないというふうになると大変

遅れてしまうことになりますから、いずれにしても私は実現可能な

案を、やっぱり皆さん方にご理解をいただかなければいけないと思

っています。 

  例えば、今の成東中学校と成東東中学校のことについても、今の
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成東中学区だったら、成東中学校のところにつくってもらいたいと

か、下のほうはできるだけ下のほうにつくってもらいたい、こうい

う２つに分かれてしまって、現実に、じゃ、成東中学校は手狭です

よと。できればもうちょっと大きくしたいと。成東東中学校も現実

的には広げられない状況でしたよね。校庭は広げられませんよね。

そうすると、どうするかとかいうのは具体的な問題に入っていくと

思います。 

  いずれにしても、統合するときに新しい校舎をどこかにつくりま

しょうというお話をすることで、皆さんにご理解を求めるというこ

とについては、いわゆる条件みたいなものになっていっちゃうので、

それがないと統合を受け入れないよというと、今度は教育委員会で

考えている、子どもたちのための環境をよくするということと、そ

れから、自分たちの考えているような地域に、自分たちの考えてい

るような学校をつくることが条件だよという話になってくると、そ

こにはちょっと相入れないものも私は出てきてしまうと思います。 

  お互いに教育委員会、私たちのほうといたしましても、子どもた

ちの教育を最大限、最優先で考えていくということになれば、地域

の方、ご父兄の方々にも、その最大限、子どもたちのために譲れる

ところは譲っていただかなければなりませんので、そこのところを

説明の中では、こんな条件出すから統合を受け入れてくださいとい

うお話には、してほしくないというのが私のほうではあります。 

 

教育長  よくわかりました。だから条件を示すということではなくて、教

育委員会としての考え方の方向性としてお示しするということで問

題ないでしょうか。 

 

市長  ニュアンスが非常に難しい。ニュアンスが難しいので、また、こ

れは説明の仕方について、教育委員会が実際に説明に当たられてい

ますので、そこについては、ちょっと教育長と私で意見を調整しな

がら、できるだけ説明が滞らないようにさせていただくということ

で、このニュアンスを合わせていくという作業をさせていただくと

いうことでいいですか。 

 

小川委員  そうしてください。 

 

市長  はい。 
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小川委員  そうでないと話がとひとり歩きしてしまうので。 

 

市長  はい。そうさせていただきたいと思います。 

 

小川委員  お願いします。 

 

市長  いずれにしましても、計画の中に、学校建設もそろそろ入れてい

かなければいけないだろうということについては、我々として受け

とめさせていただきたいと思います。 

                                       

（２）協議・調整事項 

  ③その他 

 

市長  その他ということで、まず、教育委員会から何かございますか。 

 

教育総務課長  すいません、事務局から。今後の予定なのですが、第２回としま

しては、８月ぐらいに先ほどの大綱の方向性が決まりましたので、

素案をそこでお示しできればなということと、今後の課題等、ある

いは学校の統廃合の関係につきましては、また引き続きご協議をい

ただければということで、８月ぐらいを予定しておりますので、詳

細をまた調整させていただきますので、よろしくお願いします。 

 

髙柳委員  市長、その他でちょっとよろしいですか。先ほどの大綱の件です

が、すいません。時期を逸しまして。この大綱は一般向けにも出て

いきますよね。 

 

市長  はい。 

 

髙柳委員  そうすると、「はじめに」、「趣旨」、「位置づけ」と来るのが

普通なのでしょうが、「基本理念」、「基本目標」を先に出してそ

のあとに、「体系」、「趣旨」、「位置づけ」と続いていくように

したらどうかなと思いまして。 

         14ページに順序が書いてあります。骨子のパターンを案として出

していただいてあるんですが、この順序を「基本理念」からはじめ

たらどうかということです。一応意見としてださせていただきまし

た。 
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市長  ありがとうございました。教育振興基本計画の中の順番はどうな

んでしょうか。 

 

教育総務課長  順番は、10ページ目の書きぶりになっていまして、10、11ページ

目、「理念」、「目標」、「政策」、「施策」。大きいところから

並んでいる形になっています。髙柳委員がおっしゃっているような

並びにはなっていません、教育振興基本計画の並びになっています。 

 

市長  それで、14ページに書いてあるのはそれとは違うということです

か。 

 

教育総務課長  これは一般的にほかの団体がやっている例だとこういう骨組みに

なっていますという例をここに示させていただいたので、髙柳委員

のようなご意見があればそういう形で一回お示しするのは全然構い

ませんので、こちらのほうでそれは考えて、次回のときにお示しさ

せていただければと考えています。 

 

市長  今のお話ですけど、要するに基本理念というものを一番最初に持

ってこないと、趣旨だとか、そんなことから始めると事務的なもの

になっちゃうということでしょうか。思いが届かないとか、そうい

うことでしょうか。 

 

髙柳委員  そうですね。初めから終わりまでしっかりと見る方って少ないじ

ゃないですか。それにかかわっている人は見ますけれど、でも、一

般的には教育大綱って何が書いてあるのかを見たときに、この理念

がぽっと出てきたり、具体的なものが出てきたりしたほうが、みん

なに浸透しやすいということです。 

 

教育長  この大綱の案について、教育委員会事務局のほうで案をつくらせ

ていただくということであれば。この事務局案をつくるに当たって、

委員さん方のご意見を伺いながら作成をさせていただくということ

でよろしいでしょうか。そういうことであれば今の髙柳委員、ほか

の委員にも聞きながら進めさせていただきたいと思います。 

 

市長  髙柳委員、よろしいですか。 

 

髙柳委員  はい。 
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市長  それでは、ほかにはございますか。③のその他はこれでよろしい

ですか。では、私の役目はこれで終わります。ありがとうございま

した。 

                                       

◎その他  

 

教育部長  ありがとうございました。それでは、次第の５ですけれども、そ

の他について何かございますか。特になければ、以上で平成27年度

第１回山武市総合教育会議を終了いたします。長時間にわたりあり

がとうございました。 

                                       

   ◎閉  会  午前11時50分 

 

 

 

 


